
整備局、総合評価方式を拡大
０６
年
度
は
、
全
入
札
件
数

１
３
８
２
件
に
対
し
、
件
数

べ
‐
ス
で
６９

・
２
％
に
当
た

る
９
５
６
件
で
総
合
評
価
方

式
を
実
施
し
た
。
内
訳
は
、

高
度
技
術
提
案
型
が
３
件
、

標
準
型
は

一
般
競
争
入
札

（Ｗ
Ｔ
Ｏ
・世
界
貿
易
機
関
）

が
２６
件
、
一
般
競
争
（拡
大
）

が
６８
件
、
簡
易
型
は

一
般
競

争

（拡
大
）
が
８
５
８
件
、

工
事
希
望
型
指
名
競
争
入
札

が
１
件
。
金
額
ベ
ー
ス
で
は
、

８９

，
７
％
相
当

（
１
５
１
４

億
８
５
０
０
万
円
）
で
実
施

し
た
。

潜
湾
空
港
関
係
を
除
く
総

合
評
価
方
式
を
馨
議
す
る
第

一
部
会
で
は
、
０６
年
度
の
全

入
札
作
数
１
３
０
０
件
の
７

割
に
当
た
る
９
１
３
件
で
総

合
評
価
を
実
施

し
た
こ
と
を

報
と
鳥

９
１
３
件
の
う
ち
、

９

●
３
％
相
当
の
８５
件
で
、

価
格
以
外
で
落
札
者
が
決
ま

る

「逆
転
落
札
」
が
発
生
し

た
。

「逆
転
落
札
」
の
発
生

率
は
、
０５
年
度
比
で
０

。
２

ｐ
高
ま

っ
た
。

タ
イ
プ
別
に
み
る
と
、
標

準
型
は
８２
件
の
う
ち
３５

，
４

％
に
当
た
る
２９
件
が

「
逆
転

落
札
」
と
な
り
、
０５
年
度
と

比
べ
て
２２
・９
β
上
昇
し
た
。

簡
易
型
の
「
逆
転
落
札
」
は
、

８
２
８
件
中
５６
件
で
割
合
は

６

●
８
％
。
０５
年
度
比
で
１

●
４
β
下
が

っ
た
。
高
度
型

３
件
で
は

「
逆
転
落
札
」
は

な
か

っ
た
。

ま
た
、
事
塗
労
発
注

（分

任
官
）
の
総
合
評
価
方
式
案

件
を
抽
出
し
審
議
す
る
た

め
、
管
内
５
県
に
設
置
す
る

地
域
部
会
か
ら
、
唇
査
対
象

の
抽
出
方
法
な
ど
に
つ
い
て

質
問
が
あ

っ
た
。

０６
年
度
は
、
分
任
官
の
総

合
評
価
案
件
全
８
０
０
件
程

度
の
う
ち
約
５
割
を
抽
出
し

て
審
議
し
た
も
の
の
、
０７
年

度
は
、
対
象
案
件
が
１
２
０

０
件
程
度
に
増
え
、
抽
出
率

が
低
下
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
総
合
評
価
の

評
価
項
目
ご
と
に
、
最
低
１

件
は
抽
出
し
て
雪
議
す
る
よ

件
数
ベ
ー
ス
で
９８

，
４
％
、
金
額
ベ
ー
ス
で
９９

・
０
％
で
総
合
評
価
方
式

を
実
施
す
る
方
針
だ
。

●
４
％
、
金
額
ベ
ー
ス
で
９９

・
１
％
で
総
合
評
価
を
実
施

す
る
予
定
。
こ
の
う
ち
、
高

度
技
術
提
案
型
は
１
件
で
、

上
半
期
に

一
般
競
争

（Ｗ
Ｔ

な

っ
た
。
「
逆
転
落
札
」
は
、

標
準
型
１
件
、
間
易
型
２
件

の
計
３
件
発
生
し
、
発
生
率

は
７
●
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

０７
年
度
は
、
件
数
ベ
ー
ス

で
７８

・
５
％

（金
額
ベ
ー
ス

で
９８

・
１
％
）
に
当
た
る
５．

件
で
総
合
評
価
を
実
施
す
る

見
通
し
だ
。
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